
［標準様式例６－２］

契約変更年月日 令和7年3月19日

契約業者名 株式会社浜屋組

契約業者の住所 栃木県矢板市本町１２番６号

工事の名称 Ｒ５相生第１砂防堰堤改築工事

工事場所 栃木県日光市日光地先

工事種別 一般土木工事

工期（自） 令和6年5月27日

工期（至） 令和7年3月25日

変更前の契約金額
（税込）

¥152,020,000

変更金額
（税込）

¥-385,000

変更後の契約金額
（税込）

¥151,635,000

（第１回、最終）契約の内容

工事概要
（変更した内容につい
て記述する）

砂防堰堤　　　　　　　　　　　　　１式（減）
　砂防土工　　　　　　　　　　　　１式（減）
　　掘削工　　　　　　　　　　　　１式（増）
　　盛土工　　　　　　　　　　　　１式（増）
　　残土処理工　　　　　　　　　　１式（減）
　コンクリート堰堤工　　　　　　　１式（減）
　　作業土工　　　　　　　　　　　１式（増）
　　整形仕上げ工　　　　　　　　　１式（増）
　　ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤本体工　　　　　　　１式（減）
　　間詰工　　　　　　　　　　　　１式（削除）
　　水叩工　　　　　　　　　　　　１式（増）
　　ｺﾝｸﾘｰﾄ側壁復旧工　　　　　　　１式（減）
　構造物撤去工　　　　 　　     　１式（減）
　　構造物取壊し工　　　　　　　　１式（減）
　　運搬処理工　　　　　　　　　　１式（減）
共通仮設費　　　　　　　　　　　　１式（増）
　共通仮設費　　　　　　　　　　　１式（増）
　　準備費　　　　　　　　　　　　１式（追加）
　　安全費　　　　　　　　　　　　１式（増）



変更理由

【日光地区】
１．砂防土工
    現地精査の結果、残土処理量が減ったため減工する。
２．ｺﾝｸﾘｰﾄ堰堤工
    生コン工場のＪＩＳ認証取り消しを受けて、配合試験等を行う必要が生じ工期内で
の施工が完了できないことから、施工範囲を減らしたため減工する。
３．構造物撤去工
    協議の結果、取り壊し工法を変更したため減工する。
４．仮設工
    協議の結果、交通誘導員の設置箇所を増やしたため増工する。
５．共通仮設費
    受注者と協議の結果、伐採、林道補修、快適トイレ、土石流感知ｼｽﾃﾑを追加したた
め、準備費、営繕費を追加し、安全費を増工する。また、遠隔臨場工事、BIM/CIM活用
工事としたため、技術管理費を追加する。
【所野地区】
６．砂防土工
    河道断面を確保する必要が生じたことから、所野地区の河道整正を追加したため砂
防土工を追加する。
７．残土処理工
    河道整正を追加したたため残土処理工を追加する。
８．仮設工
    残土運搬時の安全確保のため交通誘導警備員を配置したため仮設工を追加する。
９．共通仮設費
    河道整正を追加したため伐採を追加する。
工期
    工期は元設計のとおりとする。


